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た，さらに， Loescher and Nevins5lの方法に従って αー アミラーゼ (β 1ー，3ーグルカンそ








によるゲル鴻過を行った.CPG-I0 (l20A， 80...120メッシュ. Electronucleonics社)は
あらかじめ希硝酸. 2%ポリエチレングリコール〈分子量20，∞0)にて前処理し.2.0x 
95cmカラムに充てんし (Vo= 105 ml).毎時 18mlの流速にて脱イオン水による溶出
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カラムにLCR-3A樹脂を充てんし，溶出液は0.13M (pH 7. 5)， 0.25 M (pH 9.0)， 0.35 M 
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性オリゴ糖はし、ずれも 2つのピーク (P-III，P-IV)に分別された (P-II1画分は 0.17M，
P-IV画分は0.21Mの塩化ナトリウム濃度で溶出される).そこでこれらの画分を集め，
アシパーライト IR-120(W型)にてナトリウムイオγを除去し，減圧濃縮をした後，再








トグラフィーの RgalUA値が， これまで報告されているこの物質の RgalUA値とほ
20 農学研究
ぽ同じであり，また液体クロマトグラフィーの結果とあわせて考えると，酸性オリゴ績画


























































59巻 (1981) 21 
クチン酸に含まれるアラピノースとガラクトースはベクチンにくらべて約40%減少Lて
いる.これは，ベクチン酸調製の際に β一脱離によって分解されてベクチン酸画分から消




の酸不溶性多稿画分， 0.66gの酸可溶性多糖画分， 80.8 mgの酸性オリゴ糠 P-III画分，
77.2 mgの酸性オリゴ積 P-IV画分， 377.0mgの中性糖画分が，また 5gのベクチン酸








画分は， 分子量 22， OOO~25. ∞0 でガラクチュロン酸の α一(1→4) 結合による重合体と大
部分がガラクチュロン酸でありラムノースその他の中性糖を含む分子量6，000以下の画分
より成っていた.
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